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南琉球方言における同化と異化

かりまたしげひさ

１はじめに

南琉球方言にみられる音韻変化には，狭母音化や広母音化などの母音変化が

あり，摩擦音化，破裂音化，破擦音化，口蓋音化，鼻音化無声音化，有声音

化などの子音変化がある。これらの音韻変化は，調音方法，調音点，声門の状

態など，フォネームの調音的特徴に関する音韻変化である。摩擦音化とはいっ

てもｐ＞h，ｋ＞h，ｐ＞f，ｔ＞s，ｔｓ＞ｓなどの破裂音・破擦音の摩擦音化，ｒ＞s，

r＞z，ｊ＞s，ｗ＞ｚなどの流音，接近音（半母音）の摩擦音化，ｕ＞v，ｉ＞sな

どの母音の摩擦音化などさまざまあるし，その変化の要因や変化のための条件

もいろいろみられる。南琉球方言には音挿入')，音消失2)，音融合3)，音位転

換4)，音分割などの音韻変化もみられる。音挿入，音消失，音融合にも摩擦音

化や鼻音化，破裂音化などの音韻変化がからんでいるし，いろいろなタイプの

ものがみられる。

本稿では南琉球方言におきたさまざまな音韻変化を概観する。

２同化と異化

前後するふたつのフオネームの一方から他方への，あるいは相互の影響のも

とに，一方のフオネームの音韻的特徴の一部あるいは全部がもう一方に付与さ

れて音韻的特徴に変化をもたらしたり，あるいは二つのフォネームが相互に音

韻的特徴を交換して変化したりする音韻変化は「同化」とよばれる。同化は，

前後に配置されたフオネームの相互作用によって生じていて，その音韻的特徴

におおきく依存した変化である。

同化は，影響をあたえあう近隣のフォネームの位置によって「隣接同化」と

｢遠隔同化」があり，それぞれが影響をおよぼす方向によって「進行同化」「逆

行同化」「相互同化」がある。影響をおよぼす程度によって「完全同化」と
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｢部分同化」がある。音韻的特徴の一部が影響をあたえて変化させるのが部分

同化であり，同一の音韻的特徴をもつように影響をあたえるのが完全同化で

ある。

調音方法や調音位置などの影響をあたえる調音上の特徴によって，摩擦音化，

鼻音化，硬口蓋音化（以下，単に口蓋音化という)，唇音化があり，声門の状

態によって無声音化，有声音化，喉頭音化などがある。二重母音の同化のよう

に筋弾性的な条件がつよく関与しておきるものがあるが，摩擦音化，鼻音化，

無声音化，有声音化などには空気力学的な条件がつよく関与しておきる同化も

ある5)。

同化とはさまざまな音韻変化を総称したものであり，琉球方言にもさまざま

な同化による音韻変化がみられる。

いつぽう，同化によらずに引きおこされる破裂音化破擦音化，摩擦音化，

鼻音化狭母音化，無声音化，有声音化などがあり，その音韻変化の要因もさ

まざまである。このような，ある特定のフオネームが前後に配置された別のフオ

ネームから相対的に独立してそれまでとは異なる音韻的特徴をもつようになる

音韻変化を「異化」とよぶことにする。「異化dissimilation」という用語のこ

のような使用は，「同一ないし類似した音が音連鎖のなかで隣接ないし近接し

た場合に，一方が他方とは異なった音に変わる現象で，「同化（assimilation)」

に対立する」という一般的な使用とは少し異なり，さししめす現象の範囲はひ

ろい。しかし，「同化に対立する」という異化の説明を拡大して使用するもの

である。異化とは，すなわち，同化によらないさまざまな音韻変化を総称する

ものである。異化の要因も筋弾｣性的な条件がつよく関与するばあいもあるし，

空気力学的な条件がつよく関与するばあいもあるし，その他の要因によるばあ

いもある。

異化が前後のフォネームから相対的に独立した音韻変化であるとはいっても，

単語を構成する音節構造のなかで個々のフオネームが孤立して存在しているわ

けではなく，前後に配置されたフオネームは，相互に密接にむすびついていて，

当該のフォネームが音韻変化するための，すなわち，異化がおきるための環境・

条件を提供していて，間接的に影響をあたえている6)。
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２１同化と異化の複合

異化と同化の結果，単語の音節構造のなかでのうオネームのふるまい方，あ

るいはフォネーム同士の関係のし方に変化が生じるが，それを音挿入，音消失，

音融合，音分割などのタイプにわけることができる。

異化と同化は，性格のことなる音韻変化であるが，特定の音環境をもった単

語のなかで同化と異化が連続しておこり，一方がもう一方をひきおこすための

条件や前提をつくりだしているばあいもある。複合語や派生語をふくむ単語や

単語の文法的な形のなかで生起する異化と同化の連続と複合をていねいにみて

いくことによって，音韻変化のおきた順序をしる手がかりを得ることができる

し，現在の状態を理解するのに必要である。

２２音消失と音融合

宮古大神島方言のffa（草）も，母音uの摩擦音化，ｋの摩擦音化と音融合に

よる音消失，進行同化による唇歯音化（s＞f）という，複数の音韻変化の結果

の語形である。

大神島方言を含む多くの宮古諸方言では*ura＞Vva（おまえ)，Ｖｖｉ（売れ)，

Vvan（売らない）の語形にみるように，語頭の*uは，つよい呼気流に対抗す

る唇歯のふんばりによって有声の唇歯摩擦音vに変化している7)。＊ｋｕのｕも同

じく破裂音の閉鎖の開放にともなうつよい呼気流によって摩擦音化してvにな

ると同時に，結合するｋを唇歯摩擦音に変化させるが，ｋは，ｖをｆに無声音化

させる。＊kの側からみれば後続のvの声門の状態を変えて無声音化させる部分

進行同化であり，＊vの側からみれば結合するｋの声門の状態は変えずに調音

方法と調音位置を変えた隣接部分逆行同化であるが，両者がまったく同じ音韻

的特徴をもつようになって音融合してfが生成されるので，隣接部分相互同化

による音融合で成節的な子音fができたと考えることもできる。

大神島方言ではｋｕから生成されたfが後続のsを唇歯音化させている。同じ

変化がffu（糞)，ｆｆｕｘ（薬)，ffaka（臭い)，ｆｘ（櫛）でもみられる。なお，

竹富島方言のssa（草）は，ｆｓａあるいは９sａの第２音節めのｓの逆行同化に

よる摩擦音化がおきた語形であろう。

－３－



*kusa>kysa 異化 ･唇歯摩擦音化

*kvsa>fsa 隣接 ･部分 ･相互同化による音融合 (唇歯摩擦音化と無

声音化)

*fsa>ffa 隣接 ･完全 ･進行同化による摩擦音化

多良間島塩川方言の po:(舵)は,その祖形を*pabuとすると,母音uの摩

擦音化,bの脱落と音融合,摩擦音の弱化と音融合という,複雑な音韻変化の

結果の語形である｡

多良間島塩川方言の *pabuの第二音節めの *buのuも,つよい呼気流によっ

てVに変化 (*bu>bv)したあと,Yに先行するbを完全逆行同化によって唇歯

音化させて融合 (*pabv>pay)がおきたと考える｡ ここでは両唇から唇歯へ

という調音点の移動と,破裂音から摩擦音へという調音方法の変更とがおきて,

Yに融合している｡ この語形は他の宮古諸方言と同じpavである｡その後,母

音に後続する位置でのYの摩擦がよわまって接近音再こ変化 (*pav>p叫)し,

さらに母音uに変化 して二重母音 auが発生 (*p叫>pau8') したのち,aの広

母音性とuの奥舌性と狭母音性が相互に影響をあたえあって,長母音o:に融合

(pau>po:)した部分相互同化である｡

*pabu>paby

*paby>pav

pav>p叫

p叫>pau

pau>po:

異化 ･唇歯摩擦音化

隣接 ･部分 ･逆行同化による音融合 (唇歯摩擦音化)

異化 ･弱化による接近音化

異化 ･弱化による母音化,調音点の移動

隣接 ･部分相互同化による音融合 (広母音性と奥舌 ･狭

母音性)

2.3 音融合と音分割

宮古島平良下里方言のkju:(今日),宮古大神島方言のky:(あるいはkm:)

は,相互同化による音融合とその後の音分割によって生成された語形である｡

音分割とは, 1個のフォネームが前後に連続する2個のことなるフォネームに

syntagmaticに分割される音韻変化をいう｡
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祖形を*kepuとみると,語中pの摩擦音化 p>申,有声音化と唇音退化 申

>W-uを経て発生した二重母音 iuのiの前舌狭母音性9)とuの奥舌円唇狭母

音性が隣接相互部分同化によって融合して第二次基本母音の円唇前舌狭母音y

(あるいはeI)が生成されて大神島方言のky:(今日)ができたが,下里方言で

はky:の前舌狭母音としての特徴 (口蓋音性)が子音部分 kjにのこり,円唇

奥舌性が母音 u に分割されてできた語形である10'｡大神島方言ではky:の唇音

退化したki:で発音する話者がふえている｡

*kepu>ke◎u 異化 ･摩擦音化

*ke◎u>keu>kiu 異化 ･接近音化,狭母音化

*kiu>ky: 隣接 ･部分 ･相互同化

ky:>kju: 音分割 ･口蓋音化と円唇奥舌母音

ky:>ki: 異化 ･唇音退化

2.4 音分割と音挿入

宮古島平良下里方言などにみられる*mi:(身)>mi字の変化は,はげしい

呼気流によって i:の前古部分が舌先へとおしやられ,摩擦音Z:に変化したが,

結合する鼻音mの持続部では鼻腔に呼気流がながれこむために口腔内圧があが

らず,持続部の前半部分は摩擦のないアロフォン1を経て iにもどったが,拷

続の後半部分は,そのままZとなってのこったとかんがえる11)｡ 写:が izに音分

割された結果,語末に Zが音挿入されたとみることもできる｡おなじ変化が

mi写:mi写(新しい),mi写muku(新婿),mi写3umi(新嫁).でもみられる｡

*mi(a)>mi:>mF:>mis

宮良禽壮 (1930)に [k各S'in'i](樫 ･白保),[k尋pi](紙 ･波照間),[k各tta]

(飛蛙 ･小浜),[taar'e:](盟 ･小浜),[para](柱 ･小浜,新城,波照間)な

どの無声子音のあとの母音が無声音化と鼻音化している例が多数みられる｡い

ずれもつよい呼気流が後続の母音を無声音化させただけでなく,鼻音化させた

ことをうかがわせる例である｡

おそらく,波照間島方言,白保方言にみられるpaN (歯),patoN (鳩),
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naN (縄),paN(歯)などの語末のN音挿入も [taar'e:](盤 ･小浜)とおなじ

くつよい呼気流によって無声音化と鼻音化がおきたのちに音分割 (pa:>paf>

>paa>paa>paN)したのではないかとかんがえられる｡

3 異 化

南琉球方言には母音の異化も子音の異化もみられる｡狭母音化が南琉球方言

の代表的な母音の異化である｡奥舌狭母音 uの唇歯摩擦音 Vへの変化や前古

狭母音iの歯茎摩擦音 Z,Sへの変化もみられる｡母音の弱化による音消失も

南琉球方言におきた重要な異化で,とくに,宮古諸方言では音韻体系におおき

な変更を生じさせている｡

無声音化,有声音化,破裂音化,摩擦音化,破擦音化,鼻音化などが子音の

異化であるが,南琉球方言全体におきた両唇接近音 Wの破裂音 bへの変化が

子音の異化の代表的な例であろう｡与那国島方言の歯茎接近音jの破裂音dへ

の変化は,与那国島方言固有の異化であり,大神島方言の有声破裂音の無声音

化は,大神島方言に固有の異化である｡無声破裂音の有声音化は,八重山諸方

言に散在している｡与那国島方言では歯茎破擦音の摩擦音化 ts>Sと,歯茎摩

擦音の破擦音化 S>tsのように,逆向きの異化が同時におきている｡

3.1 狭母音化

南琉球方言には*o>u,*e>iの狭母音化がある｡いずれも呼気流のつよま

りが原因でおきた変化であり,空気力学的な条件が優勢にはたらいた変化であ

る｡*o>u,*e>iは,先行,後続の子音の如何をとわずに前後の音声から相対

的に独立して生じている｡

3.1.1 奥舌半狭母音★Oの狭母音化

声道をながれるつよい呼気によって奥舌半狭母音*Oは u になり,もとから

存在した u と統合してひとつのフォネームになっている｡このとき,*Oの円

唇性もひきつがれ 唇のまるめはさらにせばまっている｡口のひらきの広狭の
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変化だけでなく,舌の盛り上がりによる声道のせばめの位置も軟口蓋後部から

軟口蓋中央部へと前方におしやられたとかんがえられる｡

pu:(穂),puni(骨),upuni(大根),kui(声),kubu(痩),taku(捕),

jumi(嫁),munu(物),mutu(幹 ･<もと),kimu(肝),nurp(蛋),

nurp(聖),nudu(喉),jadu(戸 ･<やど),tSnu(角),軸Ju(糞),

rnfu(味噌),tabuku(煙草),judai(挺),guma(胡麻),agu(顎),

tui(鳥),izu(負),[多良間村水納島]

utu(普),k(Di(声),kumi(米),suti(袖),rpsu(味噌),tura(寅),

turu(梶),pStu(人),rptu(溝),nunu(布),klnu (角),pu:(穂),

jumi(嫁),ju:(夜),iru(色),munu(物),k群nu (肝),fumu(雲),

拝u (莱),[宮古島市大神島]

uja(親),umut'i(義),un(鬼),sugu(底),midu(溝),kudu(去

年),duru(泥),budui(踊り),nunu(布),bunu(斧),mugu(婿),

mumu(腿),duru(夜),dumi(嫁),duku(横),butu(夫),t3imu

(肝),◎ut3i(星),[与那国町祖納]

3.1.1 前舌半狭母音 ★iの狭母音化

前舌半狭母音 eの前舌狭母音 iへの変化も,結合する子音の調音的な特徴の

如何にかかわらず語頭,語中,語尾いずれの位置でも起きている｡*e>iは,

南琉球方言の全体でおきている｡南琉球方言の*e>iには,北琉球方言のよう

なiを経た形跡がみられない｡*e>iもつよい呼気流によって舌全体とそのも

りあがりの最高点が前寄りに移動しているだけでなく,口のひらきの広狭も変

化している｡

ti:(辛),tip(天),kcoi(声),kumi(米),suti(袖),jumi(嫁),aJi

(汗),pi:(庇),pira(箆),taki(竹),tip (銭),kati(風),uti(腕),

再:(棉),pWi(骨),mi:(目),mami(豆),ami(雨),jumi(嫁),
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kaki(影),napi(鍋),[宮古島市大神島]

mi:(目),ami(雨),kami(亀),jumi(嫁),tsmi(爪),nabi(鍋),

ibi(海老),kui(声).pai(蝿),pigi(髭),pagi(禿),mai(前),ui

(上),ti:(辛),pi:(屈),pi:(棉),puJli(骨),aJi(汁),kin(蹴爪 ･

<けん),taki(竹),[多良間村水納島]

ti:(辛),tin (天),udi(腕),sudi(袖),Jli:(根),Jli:(千),ouJli

(骨),ubWi(大根),mi:(目),dumi(嫁),dubi(昨夜),kui(声),

mai(前),ki:(毛),tagi(竹),sagi(宿),hi:(展),hira(へら),

kadi(風),din (銭),[与那国町祖納]

3.1.2 前舌狭母音 iの摩擦音化

宮古諸方言では*iの異化 (摩擦音化)がおきている｡下里方言の*i>字は,

子音と結合せず単独であらわれるとき,および,b,gと結合するときにみら

れる異化で,p,kと結合するときには,*i>Sがみられる｡

*iから変化した 写,Sを音韻論的にどう解釈するかは別としても,*iwo(負)

>*写Wu>写Zu,*tabiwa(旅は)>tab写Za,*mugiwa(麦は)>mug写Zaのよう

に,後続のWを Zに摩擦音化させ,*tsukijo(月夜)>tsksJu,*pira(平)>

pssaのように後続の j,rをSに摩擦音化させていることから,前舌狭母音 *i

が摩擦音化したことは確実であろう｡k,pと結合する石が Sであらわれるの

は,進行部分同化によってk,pの無声性が付与された結果である｡

ただし,単独で,あるいは語末にあらわれるZの摩擦はよわくなっていて,

有声の歯茎接近音的にあらわれるし,単独で語末にあらわれるものは,弱化し

てほとんどうしなわれる場合もある｡摩擦のよわまった歯茎接近音的な音節主

音を 1と表記する｡

3.1.3 奥舌円唇母音 Uの摩擦音化

おおくの宮古諸方言では*ura>vva(おまえ),Vvi(売れ),Vvan (売らな
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い)にみるように,語頭の*uは,つよい呼気流に対抗する唇歯のふんばりに

よって有声の唇歯摩擦音Yに変化している｡この異化は,後述する両唇接近音

の両唇破裂音への異化 *W>bと平行する音韻変化であろう｡

*k,*p,*g,*bと結合する*uもYに変化するが,そのとき,結合する子音と

の同化がおきている｡4.2.2相互 ･部分同化,4.2.3逆行 ･完全同化の項を参照｡

3.2 破裂音化

南琉球方言の異化による破裂音化には両唇接近音の両唇破裂音への異化

*W>bと,歯茎接近音の歯茎破裂音への異化 *j>dがある｡*W>bは,南琉

球方言全域に規則的にみられるが,*j>dは与那国島方言に固有の変化である｡

そのほかに,歯茎破擦音の歯茎破裂音への異化 *ts>t,*dz>dがみられる｡

3.2.1 両唇接近音Wの破裂音化

南琉球方言では*W>bの変化がおきているが,両唇接近音 Wの調音的な特

質は奥舌狭母音 u と共通で, uが後続する母音と結合して音節をひらく位置に

たち,音節副音として子音として機能しているとみることができる｡Wの空

気力学的な特徴もu とおなじとみることができる｡すなわち,uとWは声道

がせまく,音響管としての効率のわるさから,広母音とおなじ程度のきこえを

保証するためには,よりつよめの呼気をもって発音されなければならない｡も

し,つよい呼気を特徴とする南琉球方言にあって,せまい声道をつよい呼気が

ながれ,両唇で調音されるWがつよい呼気に対抗する唇の ｢ふんばり｣によっ

て緊張が増して摩擦がつよくなれば,接近音 Wから摩擦音βをへて,破裂音 b

に変化したとかんがえられるのである｡

bara(秦),bata (腹),bana(良),bat (割る),butu (夫),buba

(おば),bu:nu(斧),bututul(一昨日),buduz(踊),bu:g写 (甘庶･
わう

荻に対応),bju:1 (酔う),b写:(亥),b33i(坐れ),bo:(童名 ･王に対

応),bigul(えぐる),[宮古島市平良下里]
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bara(義),bata(腹),bagl(脇),bagamunu(若者),barasa:g(悪

い),ba:ro:g(笑う),tJaban(茶碗),budu(夫),bu:(苧･緒),bu:nu

(斧),buba(おば),bunarl(をなり),bl:(亥),blrun(坐る),bi:I

(酔う),[石垣市石垣]

語頭の*Wは破裂音化してbに変化しているが,いくつかの例外をのぞいて

語中での*W>bはみられない｡古代日本語の語中の*Wは,現代語ではaと

結合する*-W-をのぞいてうしわれているが,南琉球方言をふくむ琉球方言全体

で語中の*-W-を失っている｡琉球方言のばあい,aと結合する-W-も消失して

いる｡

a:(泡),ta:ra(俵),ai(藍),nai(地震),so:(竿),o: (育),mju:tu

(夫婦),[宮古島市平良下里]

日本語では話中母音間の*-p-が-◎-を経て,-W一に変化した (いわゆるハ行転

呼音)が,その一W-もり行子音のWと統合され,やはり,aと結合するばあい

をのぞき,現代語では消えている｡琉球方言でも,同様の変化 (*サ >二中一>-

W-)がおこったとみられ ワ行子音のW とおなじく語中のサ のほとんどが普

消失している｡南琉球方言の*W>bの変化は,語中Wの消失のあとにひきお

こされたあたらしい変化であるとかんがえられる｡

3.2.2 歯茎接近音jの破裂音化

与那国島方言では,歯茎接近音 *jが破裂音化してdであらわれる｡*j>dは,

*W>bとはことなり,与那国島方言でしかおきていないし,しかも,語中のj

は破裂音化していない｡与那国方言でも他の南琉球方言とおなじように呼気が

つよまった時期があり,そのとき,*iの摩擦音化と並行して,歯茎接近音*j

が摩擦音化して 3になったとかんがえる｡有声の歯茎摩擦音 3と歯茎破擦音

d3の音韻的対立のない方言にあって,語頭の歯茎摩擦音は歯茎破擦音と統合

されたのであろう｡与那国島方言は,後述するように歯茎破擦音 d3の破裂音

dへの異化がおきていて,それと並行して,jから摩擦音 (破擦音)化した3
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(d3)も破裂音化したのであろう｡

da:(秦),dama(山),damug(痛む),damat'u(大和),dumi(嫁),

duru(夜),duda(枝),duga(四日),dudai(挺),dutti(斧･ヨキ),

dugug(憩う),du:(堤),dumug(読む ･数える),dwai(祝い),dakkag

(薬缶),hadasai(葉野菜)

しかし,複合語の後要素をのぞく,語中のjは dに変化していない ｡ *d3の

破裂音化は語中でもおきているので,語中のjは摩擦音化しなかったのである｡

uja(親),maju(眉),ujubi(描),iju(負),ujantu(良),aja(蟻),

kubuja(煽幅),dudaja(ナメクジ),guja(苦瓜),ma:ju(描),t3iju

(露),

3.2.3 歯茎破擦音tsの破裂音化

南琉球方言には無声の歯茎破擦音 *tsの破裂音 tへの異化と,有声の歯茎破

擦音*dzの破裂音 dへの異化がみられる｡この破裂音化に地域的なまとまりは

なく,散在してみられる｡有声の歯茎破擦音 *dzの破裂音化 *dz>dが与那国

島方言,宮古島市城辺保良方言,大神島方言でみられる｡

du:(門),du:(局),kudu(去年),karabada(軽業),midu(演),

kada(匂い),kadaN (蚊),sudi(障子),[与那国町祖納]

dau(門),du:(尾),kudu(去年),kada(匂い),budasa(叔父),

ada(兄),suda(年上),gadarp(蚊),[宮古島市城辺保良]

tip (銭),kati(風),tau(門),rptu(溝),puta(おじ),[宮古島市大神島]

無声の歯茎破擦音の破裂音化*ts>tは,与那国島方言,宮古島市城辺保良

方言,大神島方言でみられる｡

itigu(従兄弟),[与那国町祖納]
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tapap(茶碗),[宮古島市大神島]

3.3 無声音化

大神島方言の無声音化は,語頭,語中,語尾のいずれの位置においても,前

後に配置されるフォネームの韻質を問わずにおきた異化である｡大神島方言の

有声破裂音 b,d,gはすべて無声破裂音 p,t,kに変化し,もとから存在し

た無声破裂音 p,t,kとフォネームの統合がおき,フォネームの数が減少す

ると同時に,破裂音において有声/無声の音韻的対立がなくなるという音韻体

系のおおきな再編をもたらしている｡

turu(梶),tuku(毒),t叫 (道具),kati(風),pュtal(左),uti(腕),

nata(漢),katu(角),suti(袖),juta(枝),tau(門),pataka(樵),

tita(太陽),pasa(芭蕉),pa血 (棒),napi(鍋),ipl (海老),pupa

(叔母),Jlipan (二番),pata(腹12'),tapap(茶碗),putu(夫),pupa

(おば),plri(坐れ).putul(踊 り),kaki(影),kakarp(鏡),napi

(鍋),kのkaJli(黄金),plki(髭),rTlkl(右),fukl(釘)

大神島方言の舌先母音 1は呼気がよわく摩擦もほとんどない｡唇歯摩擦音V

も摩擦がよわくなり唇歯の接近音 Uであらわれるなど,呼気流のよわまりが観

察される｡大神島方言の無声音化は,呼気流のよわまりによって声門下庄が相

対的にさがり,声道内との声門下庄の差がちぢまって声帯の力強い振動がえら

れなくなって無声音化したのではないかとかんがえる13)0

3.4 有声音化

波照間島方言,与那国島方言をはじめとする八重山諸方言には,語中の無声

破裂音 kの有声破裂音 gへの変化 *k>gがみられる｡前後の母音の有声性に

よる同化とみることも可能だが,とくに与那国島方言では語中の有声破裂音 g

の軟口蓋鼻音 gへの変化があって,これと連動する発生拘束14'による変化であ

り,前後の母音の同化という単純な変化ではないだろう｡
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iga(烏賊),aga(赤),agarl(灯り),bagaskl(三日月 ･若月),nuga

(糠),naga(中),junaga(夜中),Jli:ga(今夜 ･遅く),mugasl(育),

mi:ga(三日),ju:ga(四日),de:guJli(大根),rugugwaJi(六月),

iragi(鱗),Je:gu(大工 ･細工),sogi(釈),jagimunu(焼物),[竹富

町波照間島]

aga(赤),bagatsiki(新月 ･若月),hagai(秤),hagama(袴),kagag

(下裳), hagama(羽釜),aga(垢),su:gi(節),tagi(竹),sagi(酒),

mugu(婿),itigu(従兄弟),agubi(あくび),magura(枕),kagudi

(顎),[与那国町祖納]

3.5 摩擦音化

南琉球方言の異化による摩擦音化には破裂音の摩擦音化 *p>h,*k>h,破

擦音の摩擦音化 *ts>S,および先述した前古狭母音 *i,奥舌狭母音 *uの摩擦

音化がある｡

3.5.1 両唇破裂音の声門摩擦音化

南琉球方言における両唇破裂音 pの声門摩擦音 hへの変化は,池間島方言,

与那国島方言,石垣島四箇方言が知られる｡類似の変化が北琉球方言でも見ら

れるが,北琉球方言では*p>◎>hのように,hに変化するまえに,両唇摩擦

音◎を経ているのに対して,南琉球方言では中を経た形跡がみられない｡

ha:(歯),hai(針),hagai(秤),h叩i(羽),hagama(羽釜),hagama

(袴),[与那国町祖納]

3.5.2 奥舌軟口蓋破裂音の声門摩擦音化

軟口蓋破裂音 *kの声門摩擦音 hへの変化は,黒島方言の*ka>haが代表的

なものである｡他の方言でも若干みることはできるできるが,まとまっておら

ず,個別的である｡北琉球方言の沖永良部島方言,与論島方言,沖縄島北部方

言で *a,*e,*Oと結合した *kのhへの変化がみられるが,黒島方言では *a
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と結合した *kだけが摩擦音化している｡

h争ta(宿),hami(亀),habi(舵),padaha(樵). harata(身体),hag

(カニ),hau3i(麹),haza(隻),ha3i(風),haggag(鏡),[竹富町黒

鳥東筋]

3.5.3 歯茎破擦音の摩擦音化

無声の後部歯茎 ･破擦音tJの無声の後部歯茎 ･摩擦音 Jへの変化が黒島方

言,与那国島方言などにみられる｡

Jikinumunu (月経),Ji:(血),J主ra(顔,頬),Jiki(月),Jibi(尻)

[竹富町黒鳥東筋]

3.6 鼻音化

南琉球方言の異化による鼻音化には破裂音の鼻音化 *g>g,*gi>N,*ge>Jli,

*d>nがある｡

'g>g

奥舌軟口蓋破裂音の鼻音化 *g>gは与那国島方言でみられる.

agai(東),kugaJli(黄金),agi(陸),ta:gu (担桶),dugabu (世果報),

danaguti(悪口),[与那国町祖納]

★gi>N

波照間島方言でも白保方言でも*iと結合した *gは鼻音化 (*gi>*か)し,

さらに母音 iが音消失して歯音 Nに変化している｡ *gi>*giは,先行音節に無

声子音 p,kがあってもおきていて,無声音化に先行しているし,語末の母音i

の音消失のまえに鼻音化が先行している.*gi>Nは,*mi>Nと平行的におき

た語末の音消失であろう｡

OuN (釘),muN (麦),paN (足はぎ),申vkoN (フクギ),[石垣市白保]

★ge>ni

髭 (ひげ)の語形をみると,軟口蓋破裂音 gの鼻音 nへの変化がさきにあっ
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て,そののちに語頭の無声子音 pの進行同化による鼻音の無声音化がおきた

ことがわかる｡無声音化がさきにおきていれば,p主kiのような語形ができ,

もとからあったkと統合すると,鼻音化 ･有声音化しにくかったとかんがえ

られるからである｡
ひげ ひげ

ps頑 (髭)白保,p赫 (髭),[竹富町波照間島]

★d>∩

波照間島方言のJ主幹 (太陽),p主nari(左),ts∽iN (僻でる)の語例では有

声破裂音 *dの鼻音 nへの変化がみられる｡ *d>nが先行し,のちにnが無声

音化したとかんがえる｡ *g>nは波照間島方言,白保方言でおきているが,

*d>nは波照間島方言でしかみられない｡
て だ す

Jねa(太陽),p主nari(左),tswiN (鰐でる),[竹富町波照間島]

*gと*dは先行音節の母音が前古狭母音 i,あるいは,奥舌狭母音 uのとき

に鼻音化している｡全体として鼻音化の現象をしめす語例がすくないので断定

はできないが,狭母音 i,u のせまい声道をながれるつよい呼気流が鼻音化の

要因ではないかとおもわれる｡波照間島方言,白保方言のおおくの音韻変化の

要因になっているつよい呼気流の空気力学的な力が発生拘束となって,鼻音化

もひきおこしたのではないだろうか｡

鼻音化の要因の再検討は今後の重要な課題である｡

4 同 化

母音と母音のあいだでおきる同化には隣接同化も遠隔同化もみられる｡遠隔

同化とはいっても,母音のばあい子音の持続部においてすでに結合する母音の

口がまえがとられていて,先行音節の母音と後続音節の母音は,相互に影響を

あたえあう条件があるといえる｡文字上はへだたっているようにみえても,じっ

さいには隣接同化にひとしいとかんがえてよいだろう｡

子音と子音のあいだでおきる同化には,これまで調査した範囲で隣接同化に
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よる子音変化はあるが,遠隔同化による子音変化はみられなかった｡開音節の

CV構造を基本とする琉球方言にあって,子音と子音のあいだには母音がはき

まるので,母音を介してへだたった子音同士が子音としての調音上の特徴を付

与することはないとかんがえる｡子音と子音のあいだの同化には,母音の音消

失によって子音が隣接しておきた隣接同化か,先行音節の無声性が母音を仲介

しておきる無声音化などにかぎられる｡後者のばあい,無声化母音の隣接進行

同化とかんがえる｡

南琉球方言にみられる隣接同化には進行同化,逆行同化,相互同化がある｡

遠隔同化15)には進行同化,逆行同化がみられる｡

4.1 母音の同化

母音の隣接同化には,相互同化による母音連続の音融合がみられる｡遠隔同

化には逆行同化による狭母音化,広母音化と,進行同化による狭母音化,広母

音化とがある｡隣接同化は部分同化の例がみられ,遠隔同化は完全同化の例が

みられた｡

名詞に対比強調のとりたて助辞 wa16)が後接した文法的な形式でも名詞末尾

の母音と助辞の頭子音との相互同化がみられる｡八重山諸方言と宮古諸方言で

は同化のしかたがことなる｡

4.1.1 隣接相互同化

南琉球方言でも北琉球方言と同じく二重母音の隣接相互同化とそれにともな

う音融合がおきている｡しかし,南琉球方言のなかには二重母音の相互同化の

みられない下位方言がある｡*ao>o:,*ae>e:,*ai>e:,*eu>u:などの同化

は,祖形を日本祖語の*awo,*awe,*awi,*api,♯ape,*epeとみると,*awi,

*awe,*awoでは語中接近音 Wの音消失が先行し,*api,*ape,*epuでは話

中両唇破裂音 pの摩擦音化,有声音化 W,音消失が先行していたとみられる｡

★auの相互同化

八重山諸方言で*au>o:の相互部分同化がみられる｡aの広母音性とu の奥
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舌円唇性と狭母音性が相互に影響をあたえあった部分相互同化で,長母音o:

に音融合 (au>o:)している｡宮古諸方言でも同様の相互同化が見られるが,

宮古島市城辺保良方言では*auは同化せず,auのままあらわれる17'｡

ko:dzl(麹),bo:(棒),gumbo:(牛華),po:tsl(幕)[石垣市白保]

★aoの相互同化

*au>o:とおなじように,*ao>o:の相互同化がみられる｡宮古諸方言のば

あい語末にaをもつ名詞に対格の格助辞 *woの後接した形式もふくまれる｡

このとき,*aoからすぐに o:に変化したのか,いったん *auの段階を経たあ

とにo:に変化したのか不明である｡

so:(竿),o:batu(青鳩)[竹富町波照間島]

pano:(花を),kaso:(笠を),tako:(鷹を),kato:(肩を),fso:(草

を)[宮古島市平良下里]

★aiの相互同化

八重山諸方言で *ai>e:の相互部分同化がみられる｡aの広母音性とiの前

舌性と狭母音性が相互に影響をあたえあった部分相互同化で,長母音e:に音融

令 (ai>e:)している｡宮古諸方言では同様の同化が見られず,aiのままあら

われる｡
なゐ はひ たらひ まい

nje:(地震),pie:(灰),t早re(盟),me:(米)白保 [石垣市白保]

八重山諸方言のなかでも黒鳥方言や与那国島方言でもaiのままあらわれる｡

ai(藍),mai(米,稲),mai(前),nai(地震),pai(灰),pqi(鍬),

[竹富町黒島東筋]

★aeの相互同化
はへ はへ まへ なへ

pie: (蝿),pie: (南),mJe:(前),ne:(苗)[石垣市白保]
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★euの相互同化

大神島方言のky:,沖永良部島国頭方言のhy:などから,*keu>ky:>kju:,

*keu>hy:>Oju:の変化の過程で相互同化と音分割 cleavingのあったことがわ

かる｡宮古島市平良下里方言のkju:(今日)は,相互同化による音融合とそ

の後の音分割によって生成された語形である｡詳細は先に述べたとおりである｡

下里方言などの宮古諸方言では語末に*eを有する名詞に格助辞 woが後接

するとき,相互同化による音融合*-ewo>-iu>-ju:がおきている｡*eは狭母音

化してiに変化したのち,結合する子音を口蓋音化させて消失している｡

mamewo(豆を)>mamiu>mimju:

sakewo(酒を)>sakiu>sakju:

★uaの相互 同化

竹富島,鳩間島,石垣島四箇方言で*uwaがo:に変化した語形がみられる｡

語頭の円唇奥舌狭母音 u と,第 2音節目の広母音 aが相互同化して o:が生成

されたものとかんがえる｡u18)と広母音 aの相互同化で興味ぶかいのは,黒鳥

東筋方言のwq(豚)である｡wq(豚)の Oは,奥舌広母音である｡黒島東筋

方言のwqは,*uaの u が音消失していく過程で,uの進行同化によって,

*ua>qがおきたことを示唆するものである｡

o:spa(上唇),o:na主(嫉妬)[竹富町竹富島]

o:dzlrl(上汁),o:J主ki(天気)[竹富町波照間島]

下里方言をはじめとする宮古島の諸方言,石垣島四箇などの八重山の諸方言

で語末に*u,*Oを有する名詞にとりたて助辞 waが後接するときにも相互同

化による音融合 *-uwa>-ua>-o:, *-owa>-uwa>-ua>-o:がおきている19)｡
mukowa(婿は)>mukua>muko:

majuwa(眉は)>majua>majo:

宮古島市城辺保良方言のばあい,*Oは狭母音化 して u に変化したのち,結

合する子音を唇音化させて消失している｡
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mukowa(婿は)>mukua>mukwa:

nunowa(布は)>nunua>nunwa:

石垣島四箇などの八重山諸方言では,語末に*eを有する名詞にとりたて助

辞 waが後接するとき,相互同化による音融合 *-ewa>-iwa>-ia>-e:がおき

ている｡

mamewa(豆は)>mamia> name:

sakewa(酒は)>sakia>sake:

石垣島四箇方言では,語末に*iを有する名詞にとりたて助辞 waが後接す

るとき,相互同化による音融合 *-iwa>-1a>-e:がおきている｡

muJi･wa(虫は)>musla>muse:

motJi･wa(餅は)>mutsla>mutse:

tod3i･wa(妻は)>todzla>tudze:

tori･wa(鳥は)>turla>ture:

下里方言などの宮古諸方言では,語末に*eを有する名詞にとりたて助辞wa

が後接するとき,同化による音融合*-ewa>-ia>-ja:がおきている｡*eは狭母

音化してiに変化したのちに,結合する子音を口蓋音化させて消失している｡

mamiwa(豆は)>mamia>mamja:

sakewa(酒は)>sakia>sakja:

宮古諸方言には対格の格助辞 woが長母音や二重母音のうしろにくると,謬

着的なjuであらわれるが,語末に*eを有する名詞に格助辞 woが後接すると

き,相互同化による音融合 *-ewo>-iu>-ju:がおきている｡*eは狭母音化して

iに変化したのち,結合する子音を口蓋音化させて消失している｡

mamewo(豆を)>mamiu>mimju:

sakewo(酒を)>sakiu>sakju:
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宮古諸方言では語末に*Oを有する名詞に格助辞 woが後接するとき,相互

同化による音融合 *-owo>-uu>-u:がおきている｡

mukowo(婿を)>mukuu>muku:

nunowo(布を)>nunuu>nunu:

宮古島市平良下里方言,同西里方言をはじめとする宮古島中央部の諸方言で

は語末に*aを有する名詞に格助辞 woが後接するとき,相互同化による音融

合 *-awo>一au>-0:がおきている｡しかし,宮古島市城辺保良方言などの周

辺部の方言では相互同化 ･融合せず,panau(鼻を),pakau (墓を),ujau

(親を)などのように,auのままあらわれる｡

panawo(鼻を)>panau>pano:

pakawo(墓を)>pakau>pako:

4.1.2 遠隔進行同化

母音の遠隔同化には進行同化,逆行同化がある｡隣接同化にくらべて,遠隔

同化は個別的,単発的であり,語例もすくなく,遠隔同化のおきる条件のとり

だLができていない｡波照間島方言､白保方言の遠隔進行同化には,後続音節

の母音 u によるもの,母音iによるもののふたつがある｡

Uの同化

波照間島方言では *si>sl,*ri>rlの変化がみられるが,pvsu(星),juru

(夜),白保方言のpgsu(星),uruN (瓜),juru(夜)では先行音節の母音u

の影響をうけて後続音節の母音 1が u に変化している｡

iの同化

波照間島方言,白保方言で *tJi>tsl,*tsu>tsl,*ki>tslの変化がみられ

るが,波照間島方言のmitJi(追),iJirPusl(動物 ･いきむし),白保方言の

mitJi(道),kitJiri(煙管)では先行音節の母音 iの影響をうけて後続音節の

母音 1が u に変化している｡

-20-



4.1.3 遠隔逆行同化

波照間島方言､白保方言の遠隔逆行同化には,後続音節の母音 aによるも

の,母音 uによるもの,母音 iによるもののみっつがある｡

波照間島方言 ps紺akaN (火の神),白保方言 p主nakaN (火の神)では後続

母音aの影響で先行母音 uがaに変化している｡

*tsu>sl,*ki>slの変化がおおくの語例でみられるが,白保方言のS甘pu

(壷),S甘ru (臆),S甘rPu (肝)では後続音節の母音 u の影響をうけて先行音

節の母音 1が u に変化している｡

波照間島方言,白保方言では*tsu>sl,*su>slの変化がみられるが,J真如

(爪),Jipi(尻),Jini腰では後続音節の母音iの影響をうけて先行音節の母音

1がiに変化している｡pini(髭)は,*pi>plの変化ののちに後続母音 iの影

響でiに変化している｡

*pige>p拍iは,母音の異化,有声破裂音の鼻音化,鼻音の無声音化 母音

の遠隔逆行同化などの音韻変化によってできた語形である｡

*pige>plgi母音の異化 ･前舌狭母音の舌先母音化 (あるいは摩擦音化)

plgi>plgi有声破裂音の奥舌軟口蓋鼻音化

plgi>pini遠隔逆行同化による母音変化と鼻音の調音点の移動

4.2 子音の同化

南琉球方言の同化による子音変化はすべて隣接同化である｡同化の方向と程

度のちがいによる完全進行同化,部分進行同化,部分相互同化がみられる｡付

与される韻質によって無声音化,摩擦音化,破裂音化,有声音化などがある｡

4.2.1 部分進行同化

部分進行同化には,無声音化がある｡破裂音,破擦音の無声音化と鼻音,疏

音の無声音化があるが,両者は性質がことなる｡南琉球方言で有声破裂音の無

声音化 (*b>p,*d>t)が顕著にみられるのは波照間島方言,白保方言であ

る｡無声音化は,先行音節に無声子音をふくむばあいにかぎられ,つよい呼気

流によって後続音節の有声子音が無声子音に変化するものである｡波照間島方
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言,白保方言の話者は,発話に際して,腹筋を収縮させるのが服の上から観察

できるほど激しい呼気流を発して無声音化させている｡声門の状態を有声音か

ら無声音に変化させて無声性だけを付与する部分進行同化である｡

*b,*dから無声音化したp,tは,以前から存在したp,tと統合し,呼気

流がよわまっても,先行音節の母音が無声音化しなくても安定して p,tであ

らわれる｡フォネームとしては/pata/(肌)のようにあらわれて遠隔同化の

ようにみえるが,後述する鼻音,流音の無声音化からわかるように,無声音化

には先行音節の母音の無声音化も義務的にあったと考える｡歴史的には先行音

節の無声子音による遠隔同化ではなく,先行音節の子音に端を発し,母音の無

声音化を介した隣接進行同化である｡

★b>p
さ ば すば

sapa(草履),spa(唇),tapagu(煙草)S甘pu(壷),kapi(紙)

kipust(痩)[石垣市白保]

★d>t
てだ

烏ta(太陽),plitari(左)Jitari(すだれ)p争ta(肌)[石垣市白保]

★d3>tJ
かぢ

kat3i(風),katsl(舵),kgtsIN (去年),kitsl(倭),

如Ji～ 軸tJi(筆)[石垣市白保]

語頭,および,先行音節に無声子音をふくまない音環境にある有声子音は,

無声音化しておらず,すべての有声子音 b,dが無声音化したわけではない｡

波照間島方言,白保方言には無声音化しない b,dも存在するので,破裂音,

破擦音に有声/無声の音韻的対立がうしなわれたわけでもない｡

basa:(芭蕉),aba(油),duru(泥),juda(枝)[石垣市白保]

先行音節に無声子音があって,しかも呼気流がつよく先行音節の母音も無声

音化したばあいにかぎって,語中の有声の鼻音m,n,流音 rが無声音化して

rp,早,rであらわれることがある｡しかし,rp,早,rは,呼気流のよわい発話
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においては容易に有声子音で実現される不安定なアロフォンであり,呼気流が

よわくなると,本来の有声音であらわれる｡rp,早,rは,呼気流がつよい環

境であらわれるアロフォンである｡

'm>rTI

parpa(浜),Srpa(島),S甘rPu(肝),軸moN (雲),Jirpi(爪),

karpi(亀)[石垣市白保]

'n>り

paDa(花),spa(綱),s拍u(昨日),J主幹 (角),p棚i(骨),軸ni(船),

k雛i(金属),t争ni(種),pani(羽),Jini(腰)[石垣市白保]

'r>or

para(柱),t早re(盟たらい),p主Tu(昼),era(頬),k甘ra(倉)

p争rl (針)[竹富町波照間島]

4.2.2 部分相互同化

宮古諸方言で*uが *k,*pと結合するとき,隣接完全相互同化がおきて摩擦

音fが生成される20'｡ *k,*pと*uの相互同化のまえに*uの異化 ･摩擦音化が

先行している｡

宮古諸方言において *uから変化したVは結合する*k,*pを唇歯摩擦音に変

化させるが,いっぽうで,kは,結合するVを無声音化させている｡*Ⅴが*k,

*pの調音方法と調音位置を変えた隣接部分逆行同化と,*k,*pが Vの声門の

状態を変えて無声音化させる部分進行同化とが同時におきて,両者がまったく

おなじ音韻的特徴をもつようになって音融合している｡隣接部分相互同化によ

る音融合で成節的なfになっている｡

*kusa(草)>kvsa>fsa,

*ikusa(#)>ikvsa>ifsa

*jaku(厄)>jakv>jaf

*pune(舟)>pvJli>fJli

石垣島四箇方言21'のjahu[ja軸](厄),huda[如da](礼)などでは*ku>れ
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*pu>◎uの音韻変化がおきたようにみえる｡ しかし,八重山諸方言の *ku,

*puでも宮古諸方言の*ku>f,*pu>fと平行して,*ku>kv>f>中の変化が

おきたとかんがえる｡しかし,成節的な子音を発達させた宮古諸方言とはこと

なり,開音節のCV構造を基本とする八重山諸方言にあって,fに母音 u の挿

入と両唇摩擦音への変化があって 軸 あるいは◎uになったとかんがえる｡母

音 uの挿入は音節構造に制約されておきる現象である｡なお,加治工兵市

(1984)には波照間島方言と黒島方言の*kuが唇歯摩擦音 fであったことを記

述している｡くわしくは加治工 (1984)を参照｡

*kugi(釘)>kvgi>fgi>fuN>ouN

*puju(S)>pvju>fju>fuju>Ouju

◎WnON (雲),◎utJi(口),◎utJi(棉),OuN(釘),軸tsu(莱),軸tsa(草)

軸tjTl(筆),◎tyts漣'a(二日),郎ari(二人),◎vku(肺),如ju(冬)

[石垣市白保]

4.2.3 完全逆行同化

宮古諸方言の*gu,*buの*uは,摩擦音 Vに変化したのち,結合するg,b

の調音点を両唇から唇歯へ移動させると同時に,調音方法を破裂音から摩擦音

へと変更させ､唇歯音に完全逆行同化させて音融合をおこし,成節的な Vを

生成させている｡

*daugu(道具)>daugv>dauv>do:Ⅴ

*janagutTl(悪口)>janagvtJs>janavts

*kobu(昆布)>*kubv>kuv

*pabu(へび)>*paby>pav

宮古諸方言の*b,*g,*p,*kと結合する*iは摩擦音化して音節主音的な写,

Sになるが,*d3,*tJ,*Jと結合する*iでもおきている｡*i>Zの過程で音節

主音的な写,再ま結合する後部歯茎破擦音 *d3,*tJ,*Jの調音点を移動させて

歯茎摩擦音 dz,ts,Sに逆行同化させて音融合し,成節的なda,tS,Sにして

いる｡成節的なd写,tSは後続のr,W,jを破擦音化させ,成節的な Sは後続
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のr,W,jを摩擦音化させる｡

*patTl(*)>*patJs>pats

*tod3i(i)>*tud3;>tuds

*muJi(虫)>*muJs>mus

*ki,*giに対応してk8,g等があらわれる宮古諸方言にあって保良方言では

ts,dzがあらわれる｡音節主音的な S,字が結合する子音 k,gの調音点を歯

茎音へと移動させて歯茎破擦音にかえた逆行同化の例である｡奥舌軟口蓋破裂

音の歯茎破擦音化と音融合がおきて,成節的なts,d字が生成されている｡

*iki(息)>*iks>its

*mugi(麦)>*mug写>mud写

4.2.4 完全進行同化

宮古諸方言では様々な音韻変化によって生成された成節的なrp,p,f,V,1

が後続するr,j,Wを進行同化によって鼻音化,摩擦音化,そり古書化させ

ている22'｡また,末尾に成節的な rp,p,f,V,1を有する名詞に後接するとり

たて助辞 wa,格助辞 woの頭子音Wを進行同化によって鼻音化,摩擦音化,

そり古書化させている｡この完全進行同化は,宮古諸方言に特徴的なもので,

成節的な子音の発達しなかった八重山諸方言にはみられないものである｡

★ura>vva

宮古諸方言では*ura>vva(おまえ),Vvi(売れ),Vvan (売らない)の語

形にみるように,*uから唇歯摩擦音化した成節的なYは,後続の*rを完全同

化させて唇歯摩擦音 Vに変化させている｡

*ura(君)>yra>vva

*ure(売れ)>vri>yvi

*uranu(売らない)>vran>vvan

宮古諸方言の*gu,*buから生成された成節的なYを語末に有する名詞にと

りたて助辞 wa,格助辞 woが後接するとき,成節的なYは助辞の頭子音Wを
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完全同化させて摩擦音 Vにかえている｡*buraの音連続でもおなじ変化がおき

ている｡

*kobuwa(昆布は)>kuv･wa>kuvva

*dauguwa(道具は)>dauv･wa>dauvva>do:Vva

*abura(油)>avra>avva

宮古諸方言の*ku,*puから生成された成節的な fを語末に有する名詞にと

りたて助辞 wa,格助辞 woが後接するとき,成節的な fは助辞の頭子音 Wを

完全同化させて摩擦音 fにかえている｡*kura,*puraの音連続でもおなじ変

化がおきている｡

*jakuwa(厄は)>jaf･wa>jaffa

*taupuwa(豆腐は)>tau巨 wa>tau拝a>to:拝a

*makura(a)>mafra>maffa

*puranu(降らない)>franu>ffan

波照間島方言,白保方言,石垣島四箇方言においても,*ku,*puに後続す

る位置の *r,jが摩擦音化して無声の両唇摩擦音 *中に変化している｡ これら

方言においても完全進行同化によるr,jの摩擦音化のあったことがわかる23'｡

そこでは*ku,*puに母音 u の唇歯摩擦音化とkv,pvの相互同化による音融

令,唇歯摩擦音 fの両唇摩擦音化,進行同化によるr,jの摩擦音化がおきて

いる｡波照間島方言の可ゆa(倉),軸u(黒),ma4ゆa(枕),句ゆi(冬)がその

ような変化の結果できた語形である｡

*kura(倉)>kvra>fra>ffa>紳a

南琉球方言には*iに後続するr,j,Wの摩擦音化,*uに後続するrの摩擦

音化がみられるが,いずれも先行音節の母音 *i,*uの異化 (摩擦音化)が義

務的である｡

異化によって前舌狭母音 iから有声 ･歯茎摩擦音に変化した Zが後続の両唇

接近音 Wを完全進行同化によって*W>Zの音韻変化を引きおこしている｡こ
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の変化は語末に*iをもつ単語に格助辞 wo,とりたて助辞 waの後接した形式

でもおきている｡石垣島四箇方言のidzu(負)は,呼気流のよわまりによっ

て語頭の Zが iにもどり,有声 ･歯茎摩擦音 Zが破擦音 dzに変化した語形で

ある｡

*iwo(A)>*awu>;zu>idzu

*mi:jome(##)>'m;:jumi>mi83umi

*tabi･wo(旅を)>*tab写Wu>tab写Zu

*mugi･wa(麦は)>*mug写Wa>mug写Za

*tori･wo(鳥を)>*tu写Wu>tu等Zu

*-ir-,*-iw一に無声子音 k,pが先行するとき,進行同化によって先行子音の

無声性が付与されて,無声の歯茎摩擦音化 *-iw->-gs-,*-ir->-Ss-がおきてい

る｡つよい呼気流によって *iが摩擦音 字に変化したあと,先行する無声破裂

音の進行同化によって無声摩擦音化し,さらに後続の W,rを無声の歯茎摩擦

音 Sに完全進行同化させている｡*iに後続する子音が後部歯茎接近音 jのとき,

先行するSの無声性と摩擦音性は付与されるが,口蓋音性は維持されたままで,

後部歯茎摩擦音 Jであらわれる｡宮古島市上野野原方言や宮古島市城辺保良方

言では,Jの逆行同化によって,iから変化した SがJであらわれる｡

*piranu(放らない)>*psran>pssan

*kiranu(切らない)>*ksranu>kssan

*saki･wo(先を)>*sakswu>sakssu

*asubi･wa(遊びは)>*asb写Wa>aspssa

*pire(放れ)>*psri>psJi>p∬i

*kire(切れ)>*ksri>*kssi>ksJi>k∬i

*tsukijo(月#)>*tsksju>tsksJu

★swa>ssa

宮古諸方言の*si､*suは､語末音消失によって成節的な Sになる｡語末に

成節的な Sを有する名詞にとりたて助辞 wa,格助辞 woが後接するとき､助
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辞の頭子音 Wを完全同化させて摩擦音にかえている｡

*uJiwa(牛は)>uJi･wa>uJ盲wa>ussa

*muTIWO(虫を)>muJi･u>mujlsu>mussu

*usuwa(臼は)>usu･wa>uswa>ussa

鼻音化

宮古諸方言の語末の*mi は,母音iが音消失し,成節的な rrlになる｡語末

に成節的なrpを有する名詞にとりたて助辞 wa,格助辞woが後接するとき,

成節的なrrlは助辞の頭子音Wを完全同化させて鼻音 mにかえている｡

mimiwa(耳は)>mirrl･Wa>mirpma

mimiwo(耳を)>mirrl･u>mirrlmu

宮古諸方言の語末の*ni,*nuは,母音 i,uが音消失し,成節的なpになる｡

語末に成節的なpを有する名詞にとりたて助辞wa,格助辞 woが後接すると

き,成節的なIlは助辞の頭子音 Wを完全同化させて鼻音nにかえている｡

inuwa(犬は)>ip･wa>ipna

dzeniwa24' (銭は)>d3ip ･wa>d3ipna

破擦音化

*t乱 *tsu,*d3i,*dzuは,母音 *i,*uが摩擦音化し,結合する歯茎破擦音

と同化して成節的な子音 ts,d字になる｡名詞末尾に成節的なts,d字を有する

名詞にとりたて助辞 wa,格助辞 woが後接するとき,助辞の頭子音 Wを完全

進行同化させて破擦音にかえている｡*d3iraの音連続でもおなじ変化がおき

ている｡

*patjTlWa(蜂は)>patJs･wa>pats･wa>pattsa

*matsuwa(松は)>mats･wa>mattsa

*matTlja(町屋)>matJs･ja>mats･ja>mattJa

*midzuwa(水は)>mid写･Wa>middza

*tod3iwa(妻は)>tud3写･Wa>tudz･wa>tuddza
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*kud3ira(鯨)>fd3写ra> fd写ra>fddza

後部歯茎摩擦音*tJ,*d3が歯茎破擦音 ts,dzであらわれるのは,摩擦音化

した S,字が逆行同化によって結合するtJ,d3の調音点を後部歯茎から歯茎

に変えて音融合し,成節的なts,d字ができたからである｡原則として子音の

遠隔同化はみられないので,tS,d字に母音は後続していないとみるべきであ

ろう｡

5 音消失

単語は､ 1個以上のフォネームによって構成されている音節が 1個もしくは

2個以上つながってできている｡その単語を構成する複数個のフォネームのう

ちの特定の位置のフォネームが脱落する現象を音消失 lostofphonemeとい

う｡脱落するフォネームの単語内での位置によって語頭音消失 aphaeresis,

語中音消失 syncope,語末音消失 apocopeがある｡南琉球方言には語頭音消

失,語中音消失,語末音消失がみられる｡

5.1 語頭音消失

南琉球方言の語頭音消失の代表的な例は,与那国島にみられる,語頭の無声

子音 *p,*S,*tsと狭母音 i,uの結合した音節の消失であろう｡与那国島方

言では語頭音節の消失によって第 2音節めの無声破裂音が喉頭音化する異化の

現象が同時に進行している｡

与那国島方言の語頭音節消失は,語頭音節の狭母音 i,u の無性化とその後

の弱化,それにともなう語頭音節の促音化,促音の弱化によって,最終的に語

頭音節が消失したのではないかとかんがえる｡

*tsuka(柄)>ts甘k'a>kk'a>k'a ･語頭音節の脱落

*pito(人)>p皇t'u>tt'u>t'u ･語頭音節の脱落
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無声子音と狭母音の結合した語頭音節に無声子音ではじまる音節が後続する

とき,語頭音節の狭母音は無声音化する｡とくに語頭子音が h,Sなどの無声

摩擦音のばあい,後続の破裂音が喉頭音化してあらわれる｡第 2音節めの喉頭

音化した子音は,はじめは音環境に依存してあらわれるアロフォンであったが,

語頭音節が弱化して消失すると,喉頭普化した子音は,音環境に依存しないフォ

ネームとして確立される｡語頭音節の消失にともなって後続子音があらたな韻

質を獲得したフォネームとして生成され,破裂音 tが喉頭音化したt'と喉頭音

化しない t̀とに分裂したのである｡

呼気流がつよい方言ほど語頭の摩擦音と無声化母音の持続部でおおくの呼気

がながれてしまうが,おそらく,後続の破裂音の調音に際して声門をせばめた

り,閉鎖したりして呼気の浪費をふせいだ結果,破裂音が喉頭音化してあらわ

れやすくなるとかんがえる｡

*omote(顔 ･おもて)>umuti>mutJi ･語頭Oの弱化による脱落

*ura(おまえ)>vra>vva>UUa>wa: ･語頭uの摩擦音化と弱化と融合

5.2 話中音消失

*kagami(鏡)>*kayarp>kaarp ･gの摩擦音化と弱化による脱落

*taka(磨)>taha>taa ･kの摩擦音化と弱化による脱落

*abura(油)>*abvra>*ayra>avva>ava>aba

･uの摩擦音化と破裂音化

*miso(味噌)>叩Su ･iの脱落と同化

宮古伊良部島仲地方言では語中の両側を広母音 aによってはさまれた軟口

蓋破裂音 gの音消失した母音連続 aaがみられる｡同様に,両側をaではさま

れた kも音消失して,母音連続 aaがみられる｡音環境を同じくする軟口蓋破

裂音 g,kの音消失がみられることから,仲地方言では破裂音の閉鎖が開放さ

れて軟口蓋摩擦音Y,Ⅹになり,さらに狭めが開放されて摩擦音が消失して母

音連続 aaになったとかんがえる｡きしみ声 creakyvoiceが二つの母音のあい

だを区切っている｡これまできしみ声を喉頭破裂音とみていたが,taaに格助
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辞woが後接するとtaajuとなってあらわれる｡これまでこの母音連続を音韻

的に/ta?a/とみなし,音節構造を/CVCV/としたが,/CVCV/なら格助辞が

ju後接すると,pano:(花を)のように格助辞woと語末の母音 aが融合して

/ta70:/となるはずである｡しかし,実際にはtaajuであるから,この単語の

音節構造は/CVV/であり,したがってtaa(磨)のaaは二重母音のような母

音連続なのである｡

5.3 語末音消失

*pabu(ハブ)>pav>paU>pau>po:･Vの弱まりによるuへの変化と同化

*mimi(耳)>mirp ･破裂音pの接近音化と同化

宮古池間島方言の*po:(蛇 ･ハブ)は,呼気流のつよまりによってbuから

生じた唇歯摩擦音 Ⅴがその後の語中での呼気流のよわまりによって摩擦がよ

わまり,Uを経て母音 u になり,さらに二重母音auの相互同化によってでき

た語形である｡po:になることによって祖形にあった*pabuのbが完全に消失

している｡

宮古諸方言では,*mimi(首)>mirp,*inu(犬)>ipなどにみられるよう

に語末の狭母音 i,uが消失して閉音節語をつくりだしている｡

6 音挿入

音挿入は,連続する2個のフォネームの中間に別のフォネームが発生して挿

入されたり,単語の語頭に別のフォネームが挿入されたり,あるいは,語末に

別のフォネームが挿入されたりする現象である｡挿入されるフォネームの位置

によって語頭音挿入prothesis,語中音挿入epenthesis,語末音挿入epithesis

がある｡南琉球方言には語中音挿入と語末音挿入がみられる25)｡

6.1 語中音挿入

*i,*eと結合する波照間島方言,白保方言の語中の*gは鼻音化しているが,
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aと結合するgのばあい,gのまえにgが音挿入されている｡ g音挿入がどの

ような要因によって,どのような過程をへたものなのか明確なことはわからな

いが､gi,geの鼻音化と連動するものであるとかんがえる｡

kaggaN (鏡),paggama(羽釜),doggu(道具),saggarl(坂 ･下がり

の転)[石垣市白保]

語中のWは,はやい時期に唇音退化によって音消失しているので､宮古諸方

言のばあい,対格の格助辞 wo,とりたて助辞 waのWも消失していた可能性

がある｡そうだとすると,W をのぞいた音韻変化をかんがえなければいけな

いし,とりたて助辞 waのばあいも同様にかんがえる必要がある｡語末に成節

的な m,n,∫,V,S,ts,dzを有する名詞にこれら助辞が後接するときの変

化は,完全進行同化 (m･wa>mma)ではなく,音挿入である｡このばあい

の音挿入は,わたり音のフォネーム化であり,｢連声 sandhi｣ともよばれる現

象になるのだろう｡

mimi･a(耳は)>mirrl･a>mi叩ma

inu･a(犬は)>ip･a>ipna

kobu･a(昆布は)>kuv･a>kuvva

jaku･a(厄は)>ja巨 a>ja拝a

uTl･a(牛は)>us･a>uSsa

matsu･a(牛は)>mats･a>mattsa

midzu･a(水は)>mid写･a>middza

6.2 語末音挿入

波照間島方言のpaN (歯)などにみられるN音挿入が南琉球方言の語末音

挿入としてよく知られる｡波照間方言の語末音挿入が [k各Pi](紙 ･波照間),

lta各r'e:](盤 ･小浜27')の各とおなじくはげしい呼気による声門の開放 (無声

音化 ･進行同化)と,口蓋垂の開放 (鼻音化 ･異化)だとすれば,先行音節の

無声性に端を発した進行同化と異化とその後の音分割による音挿入である｡

*pa:>p酢>paa>paa>paN
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先述したように,宮古島平良下里方言などにみられる*miz(身)も語末音

挿入の例である｡波照間島のpaN (歯)などの音挿入も,miz(身)にみる音

挿入も,音分割の結果,音挿入されたものである｡

宮古諸方言では成節的なd字の持続部の摩擦がよわくなり持続部の後半に1

が音挿入されたようになる｡おなじく,成節的なS,tSが語末,あるいは,有

声子音のまえにあらわれるとき,持続部の後半が有声音になって 1が挿入され

たようになる｡同じく,成節的なfが語末､あるいは有声子音のまえにあらわ

れるとき,持続部の後半部が有声音になったfUのような発音になって,唇歯

接近音 Uが音挿入される｡音節主音的な Uは,調音的な特徴の近似する円唇奥

舌母音uへの統合が進行している｡成節的なm,n,Vには同様の音挿入はみ

られない｡jTl>S>sl,tJi>tJ等>ts>tsl,d3i>d3写>ds>dzl,ku>kv>f>

fU>fuの音挿入は,開音節構造を主とする方言にあって,音節構造に制約さ

れつつ,無声の摩擦音､破擦音､有声の破擦音という調音上の特徴とが重なっ

てひきおこされた変化である｡

琉球方言の個々のフォネームの実態がどのようなものであるか,それぞれが

さまざまな単語や音節構造のなかで他のフォネームに対してどのようにふるま

い,自らの特性をどう発露しているのかを,たくさんの下位方言の変異のなか

に位置づけ対比しながらていねいにみていくと,琉球方言のさまざまな特徴を

もったフォネームや多様な音声現象がどのようにして生成されてきたかを解明

し説明することができるのではないだろうか｡そのことが琉球方言研究を豊か

にし,ひいては一般言語学にも寄与するのだとおもう｡本稿はそのための第一

歩であり,ラフスケッチである｡

追 記

狩俣が琉球大学国文科に入学した翌年の1975年3月仲宗根政善,比嘉亀盛,

仲村龍人,嘉味田宗栄の4教授がそろって退官された｡今年 1月に亡くなられ

た玉城政美さんはその4月に琉球大学に嘉味田宗栄先生の後任として,関根賢
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司先生が比嘉亀盛先生の後任として赴任された｡さらにその翌年の4月に上里

賢一さんが仲村龍人先生の後任として,仲宗根政善先生の後任として上村幸雄

先生が赴任された｡狩俣の入学時にいらっしゃった湧上元雄先生も岡本恵徳先

生も池宮正治先生も仲程昌徳先生も退官なされた｡それにしても,旧国文,旧

日東を引き継ぐ琉球アジア文化専攻はこの1,2年に,1974年前後にもおとら

ずおおきくかわった｡

玉城さんと上里さんには学生時代にずいぶんとご迷惑をおかけしたが,大学

卒業後に上京したのち,沖縄に戻ってきてからも,琉大国文に職をえてさらに

お世話になった｡玉城さんの講義や研究会に参加していろいろとまなんだ｡

｢オモロの条件形｣は,玉城さんの歌形論をまなぶことなしには書けなかった

思い出深い論文である｡

【注】

1 additionofphonemes｡添加ともいう｡

2 lostofphonemes｡無音化,黙音化ともいう｡

3 contraction｡縮約,凝縮,収約ともいう｡

l̀ metathesis｡音転倒,音転置ともいう｡

5 琉球方言でおきた音韻変化の要因については,上村幸雄 (1989),かりま

た (2009),同 (2006)を参照｡

6 同化を ｢条件変化 conditionedchange｣とよび,異化を ｢自生的変化

spontaneouschange｣あるいは ｢無条件変化 unconditionedchange｣と

よぶこともできそうであるが,｢異化｣のなかには,語頭や語中にかぎって

おこるものがあって,単語内での位置を音韻変化の条件とみることもでき

る｡現段階では保留しておく｡

7 これらの単語は,さらに後続の*rをVに同化させて,*ura>vva,*ure>

Vvi,*uranu>vvanの語形ができている｡

8 沖縄島名護市幸喜方言でもpau(ハブ)の語形があり,類似の変化がおき

たようにみえる｡ しかし,幸喜方言ではpabu>paβu>pauだけでなく,
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nabe(鍋)>nabi>naβi>nawi>nai, soba(側)>suba>suβa>suwaの

ようにbの摩擦音化,接近音化,脱唇音化がおきている｡幸喜方言のばあ

い,語中のbに限定されているが,先行,後続の母音の韻質をとわない音

韻変化である｡それに対して,宮古諸方言のばあい,音消失は bu,guに

限られているが,bu,guであれば語頭,語中をとわない音韻変化である｡

ku,puでも平行的な音韻変化がみられる｡

当初,*euが音融合 したとかんがえていたが,workshoponRyukyuan

languagesandLinguisticresearch (UCLA,23-25October2009)の研

究発表の席で *eが狭母音化 したのちに音融合を起 こしたのではないかと

ThomasPellard(EHESSCRLADO)さんに指摘していただいた｡指摘の

とおりeが狭母音化 したあとに音融合したとみる方が頭子音の口蓋性の保

持をより合理的に説明できる｡本稿では Thomasさんの指摘を反映させた｡

類似の変化が沖永良部島和泊町国頭集落の方言および周辺方言でもみられ

る｡国頭方言では◎ju:(今日)があらわれ,他の沖永良部島方言ではhju:

であらわれる｡国頭方言 ◎ju:の◎jは両唇の摩擦音◎が口蓋音化したもの,

あるいは歯茎摩擦音 9が唇音化したもので,唇音化と口蓋音化を同時に実

現した摩擦音である｡第二次基本母音 yの半母音化 (接近音化)したqが

無声音化して摩擦音になったものであるが,これをあらわす音声記号がな

いので,仮に◎jと表記する｡

伊良部島佐和田方言では普分割する前段階のml:であらわれている｡とり

たて助辞 waが後接すると,mlZZa (身は)とな り,持続の後半部分の摩

擦がつよくなって音分割された語形になり,後接するとりたて助辞の頭子

音を摩擦音化させている｡Zの摩擦のよわまった有声の歯茎接近音が子音

と結合して音節主音的に機能するばあいを1と表記する｡ これはかりまた

(2009)､上村幸雄 (1989)などで舌先母音とよび,崎山理 (1967)が舌尖

母音とよんでいるものである｡本稿では摩擦のよわいアロフォンを1と表記

し,摩擦のつよいアロフォンを Zと表記し,無声音のアロフォンを Sと表

記している｡

大神島方言では他の宮古八重山諸方言と同様に唇歯の接近音 *Wが破裂音
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化してbに変化し,さらに,無声音化*W>b>pしているので,無声音化は

Wの破裂音化の後の異化である｡

13 かりまた (1993),かりまた (2009)を参照｡

14 かりまた (2009)を参照｡

15 奄美大島瀬戸内町諸鈍方言をふくむ奄美大島南部方言には *sake>sehe:

(酒),*woke>wehe:(柄)などに見られるような遠隔相互同化がみられる｡

16 かりまた (2007)で,とりたて助辞 waをja,格助辞 wuをjuとしたが,

tsk∬u (月夜),mi写3umi(新嫁)などの語形をかんがえて,本稿ではwa,

woとした｡すなわち,先行音節 Sの進行同化で後続jが摩擦音化するとj

の口蓋音性が維持されてJuがあらわれ 先行音節 Zの進行同化で後続jが

摩擦音化するとjの口蓋音性が維持されて 3uがあらわれるのに対して,

woが後接するとiwo>zwo>zzuのように口蓋音性は生じない｡

17 宮古諸方言の二重母音の同化､非同化については名嘉真三成 ･かりまたし

げひさ (1984)を参照｡

18 語中の両唇接近音 Wは,唇音退化によって消失していた可能性がある｡

uwaの同化のばあい,Wと先行のuは韻質が近似するので同化の結果をお

おきくかえないとかんがえる｡なお,aと結合するばあいもふくめて語中

のWは,消失しているが,先行母音が u のばあいはおそくまでのこってい

た可能性もある｡

19 宮古諸方言では語末にa,i,uを有する名詞にとりたて助辞 waが後接す

るとき,相互同化をおこし,音融合がみられるが,母音消失によって生じ

た成節的な子音が語末にあらわれる名詞にとりたて助辞 waがあらわれる

ときは,完全進行同化による摩擦音化,鼻音化,破擦音化などの変化がみ

られる｡

20 語中の*puは,琉球祖語,あるいは宮古八重山祖方言の段階で摩擦音化,

有声音化,唇音退化によって消失し,母音 u の単独音節になっている｡

21 狩俣自身の調査した字石垣の語例だけでなく,『石垣方言辞典』の語例を

参照した｡

22 多良間島方言や伊良部島佐和田方言にみられるそり古書化について今回は
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23

2Ll

25

26

触れない｡

『石垣方言辞典』の [軸◎a]倉,[軸 Ou?iru]黒色などの [1甜ま音挿入による

新しい語形であろう｡

d3inの祖形を*dzeniとみると,狭母音化したiの影響で dzが口蓋音化し

て調音点が歯茎から後部歯茎へと移動 (隣接逆行部分同化)したとみるべ

きであろう｡*dzeni>dzin>d3in(銭)｡同様のことが*ase>asi>aJi(汗)

でもおきている｡

北琉球方言にはhの語頭音挿入の例がみられる｡かりまた (2009,p.302)

同 (2010)でもふれた｡

波照間と小浜の用例は宮良皆壮 (1930)から｡
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